
第4章　解体工法選定手法の提案

4－1　概　要

　鋼橋の解体工法は、重建設機械が進歩した現在においても、一般構造物の解体・撤去作

業とは異なり下記に示す点において難易度が高く工法選定上、高度な経験的判断を要する。

・橋梁構造という特異機能性により、特に桁下空間における地形条件が厳しい。

・解体時は、各種支持手段により多点支持状態とする必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完成系断面力の適切な除去）

・橋梁形式により構成部材の力学的特性を考慮した解体手順を計画する必要がある。

・床版との合成方法に関して、力学的特性を考慮する必要がある。

　一方、鋼橋の架設技術は、時代とともに進化し重建設機械の性能向上も相まって、架設

単位部材の大型化が可能となっている。しかし、架設工事との相違は、解体すべき目的物

近隣に橋梁を必要インフラとした社会基盤が浸透して、その営みを阻害することなく解体

工事を遂行することが必要な点にある。

　そのため、架設技術の進化の恩恵を100％利用できない場合もあり、単純に架設工法の逆

順の計画を行えば良いものでもない。時には過去に架設工法披術としてオーソライズされ

なかった経験的技能を見直し、解体工法立案にあたる必要がでてくる。

　架設工法については、その工法選定を行う思考的フローが各種書籍により定着化してい

るが、解体工法にっいては、前述の「工事遂行時における社会的制約」の多さ、規格化が

困難な経験則への依存度の大きさにより、工法選定に関する思考的フローは、一般化され

ていない現状にある。

　そこで本章においては、実際の橋梁解体の事例（第2章）に基づき、工事計画技術者の

経験的判断も盛り込みながら、解体工法の選定フローを見える形として提案することとし

た。

また本章で使用する用話を以下に定義する。

（1）解体工事、解体…　　「橋梁を解体する行為全体」を示す。

（2）撤去、取り下し・・D「切断された部材をヤードに取り下ろす」個別作業を示す。

（3）工法選定、選定…　　「本章内、提案手順による検討」全体の行為を示す。

（4）絞り込み工法　…　　「提案手順により導かれる数種の工法」

（3）推奨工法　　　…　　「提案手順により最終的に導き出される工法」その過程によ

　　　　　　　　　　　　りr選定」r採用」r確定」と標記する。
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4－2　工法の選定手法・

（1）工法の選定要領

1）選定要因

　工法の選定手法を確立するにあたり、多岐にわたる「選定要因」を総合的に検証した上

で、最も適正となる「解体工法」を導き出す手法が望ましい。

　アンケート結果より、「選定要因」として最も支配的なものは、下記の2点でその背景

を以下に示す。

①地形条件

　　解体工事の直接的な施工可否に関連する。アンケート結果より、対象物を”取り

　下ろず’手段は、その型便性より”トラッククレーン”の使用が最も多い。使用重機

　として、トラッククレーンの桁下空間への進入可否は《重要な要因である。

　　また、解体工事においては、完成系応力状態を解除した不安定な段階を工事期間

　を通していかに維持するか、またいかに解除するかが大きなポイントとなる。土事

　の安全性より、再び鋼重を架設時同様に「多点支持状態」に戻し、完成系断面力を

　開放した状態での工事進捗させることが最も望ましい。

　　よって、「桁下空間のベント設置の可否」の意味合いからも、この「選定要因」は

　重要である。

地形条件＝重機の使用可否と、撤去途中の橋体を支持する仮設物の設置可否

②構造条件

　　アンケート結果より、対象となる構造形式は、飯桁を主体としたプレートガーダー

　橿と上一梁に大別される。解体工事に照らしたこの2構造の違いは、

　撤去すべき分割部材の一単位部材重量にある。プレートガーダー形式は、撤去時に分

割する一単位部材重量も大きく、移動式クレーン（トラッククレーン）によらなけれ

　ばならない。逆にトラス・アーチ系は、橋梁建設当時にその一単位部材が軽量ゆ孝、

　クレーン進入が不可能な山岳部・大河川流水部に採用されている経緯もある※（ケー

　ブルクレーン等の索道クレーンによる手法）。この解体分割すべき一単位部材重量の

　相違は、工法選定上の要因に大きく影響する。さらに、この2種橋梁の力学特性とし．

　て、プレートガーダーは梁部材特性である反面、アーチ・トラス系は軸力部材特性の

違いもあり、その特性を考慮した工法を選定する必要がある。

　（※　移動式クレーンが無く、施工がウインチ＋人力作業に依存する当時の橋梁であ

　った等の時代的背景もある。）

構造条件　；　一撤去部材重量と、撤去時に考慮すべき力学的特性
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選定要因の説明

①地形条件地形染件
条件詳細 工法選定におけるコメント

平野地方

山間地方

都　　市

海　　岸

平坦陞上 軟弱地盤
基本的にクレーンベントエ法が適用可能であるが、ペント設置が不可能な軟弱地盤の場合を想定・

平坦地盤 基本的にクレーンベントエ法が適用可能である。

高架状態 鉄道交差
一夜間内の解体・撤去の必要性が高い．クレーンー括工法あるいは・引き戻し工法の採用可能性が高い。

新幹線交差 〃

一般遺交差 交通規制を併用．場所を選んでのベント殴置を行った．クレーンベント工法が考えられる・

高速道交差 一夜間内の解体・撤去の必蔓性が高い．クレーンー括工法あるいは．引き戻し工法の採用可能性が高い。

高架橋交差 〃

交差点 ”

鉄道近接 キ電停止時聞内で、場所を選んでのベント設置を行ったクレーンベント工法が考えられる。

道路近接 交通規制を餅用し、場所を選んでのベント設置を行ったクレーンベント工法が脅えられる・

渓谷・斜面 30m未満 桁下ヤードが使用可能ならぱ、ベント設置による橋体支持が可能。

30m以上　　基本的にベント設置による支持は不可能と判断。ケーブルエレクションエ法の採用可能性が高い。

偶面地形
斜面の造成が可能ならばベント股置による解体工法を選定．それ以外ならば引き罠し工法等が考えれる・

河川等 大河川 渇水時期内の解体が必至．河川協議により、河川内に工事桟橋・ベント股備を設置可能。

中小河川
珂川協議により．河川内に工事桟橋・ベント設備が設置可能。橋梁により、河川外よりクレーンー括工法の標用可能性もある。

渓谷河川 多くの場舎、ケーブルエレクションによる橋体支持とケーブルクレーンによる解体を行う。

ダム湖 ”

流水無し 河川敷部の解体を想定．河川協講により、ベント設備の股置・クレーン進入によるクレーンベント工法が可能。

海洋等 港湾運河
多くの場合、フローティングクレーン・台船クレーンにより一括撤去・翻位差を利用したポンツーンエ法の採用可能性もある・

海岸
クレーン設置ヤードが罐保不可能ならぱ工事用桟橋を殴置したクレーンペント工法あるいは・引き戻し工法の採用可能性がある。

地中構造 交通施般 桁下空間地下に、地下鉄等の埋設構造物がある。クレーン設置・ベント設置に十分留意する必要がある。

ライフライン
桁下空間地下に、ライフライン等の埋設構造物がある。クレーン設置・ベント設置に十分留意する必要がある。

建築物 直下 桁下空間直下に建築物が位置する場合を想定。

近接 都市部における橋梁区間で、建築物が近接する場合を想定。高圧架空線が近接する場合もある。

コミュニティ 都市部において・人通りの多い個所における歩道橋・ペデストリアンデッキを想定・

②構造条件構造条件
形式詳細

工法採用可否における判断基準（地形条件含まず）

単純桁

　　一

直線桁 飯　桁 ケーブルエレクション暫吊工法、落橋工法以外は可能。

箱　桁
引き戻し工法（エレクションガーダー）、ケーブルエレクション斜吊・直吊工法・トラベラクレーンエ法〔架設桁）・落橋工法以外は可能。

上路トラス 引き戻し工法．ケーブルエレクション斜吊工法以外は可能。

下路トラス ケーブルエレクション斜吊工法以外は可能。

上路アーチ クレーンベント工法、ケーブルエレクション斜吊工法が可能。

中路アーチ ケーブルエレクション斜吊工法のみ可能．

下路アーチ
クレーンー括工法、一括移動工法、ケーブルエレクション斜吊・直吊工法・台船・FC工法が可能・

ローゼ クレーンー括工法、一括移動工法、ケーブルエレクション斜吊工法、台船・FC工法が可能。

トラスドランガー
クレーンベント工法、クレーンー括工法、ケーブルエレクション直吊・斜吊工法・台船・FC工法・落梧工法が可能。

方丈ラーメン クレーンベント工法、ケープルエレクション斜吊工法が可能。

曲線桁 飯　桁 クレーンベント工法、クレーンー括工法、一括移動工法・台船・FC工法が可能。

箱　桁 クレーンベント工法、クレーンー括工法、一括移勤工法・台船・FC工法が可能。

方丈ラーメン クレーンベントエ法のみ可能。

連続桁 直線桁 飯　桁 ケーブルエレクション斜吊工法、落橋工法以外は可能。

箱　桁
引き戻し工法（エレクションガーダー）、ケープルエレクション斜吊・直吊工法・トラペラクレーンエ法（架設桁》・落橋工法以外は可能・

上路トラス 引き膜し工法、ケーブルエレクション斜吊・直吊工法、落橋工法以外は可能・

下路トラス 引き戻し工法、ケーブルエレクション斜吊・直吊工法、落橋工法以外は可能。

トラスドランガー クレーンベントエ法、クレーンー括工法、台船・FC工法力呵能。

方丈ラーメン クレーンベントエ法、トラベラクレーンエ法が可能。

曲線桁 飯　桁 クレーンベント工法、クレーンー括工法、一括移動工法・台船・FC工法が可能。

箱　桁 クレーンペント工法、クレーンー括工法、一括移動工法・台船・FC工法が可能。

上路トラス クレーンベントエ法、クレーンー括工法、一括移動工法・台船・FC工法が可能・

下路トラス クレーンペント工法、クレーンー括工法、一括移動工法、台船・FC工法が可能・

トラスドランガー クレーンベント工法、クレーンー括工法、台船・FC工法が可能。

方丈ラーメン クレーンペントエ法のみ可能．
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地形条件例

解体工法選定7ローにおける桁下・隣接空間条件の想定例を以下に示す．

王里陸よ蟷盟

　桁下空闘が平坦で、工事用地借地を前提に使用可能な条件．

　平野部においては・高架橘で、桁下空間渉室き地・駐車場等の条件が配当する。

　山問邨においては・尾根閥の平地の状態が多く、その場合主に農耕地としての使用

状越が多いと考えられる．桁下空聞交差物は．地先道路や小規槙な用水路尊の場合

この条件に分類する，

　農緋地を工事用ヤードとして借地†る場台、地盤が主として軟漏である。
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　高架橋・跨道橋において　桁下空問に宝要道路が近接（平行）　交差する場含、この条件

に分類する　多くの場合．高架橘は中央分離帯に位置していて．主竪交差点に閨連して

している．

　高線矯において、桁下室間に鉄道・新幹練が近接（平行）・交差する場舎、この条件

造分類する。新幹線は高架構造物であるため、施工位置は橋梁の2層構造となる．

幽』宙謹差≧

　高遮道路のオーバーブリッジである．桁下空間の高速道路は、法面下に位置し，法上の

一般道路は、ポックスカルパート形式の場合が多い．また、高遮道路が平行近接する場含

もこの条件に分顛する．

直馨幽」幽

高架楢・跨道橋の2層構造交差の船、この条件に分類する．
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　主に・山間部における急峻な渓谷を跨ぐ橋梁である．ただし、渓谷下には流ホ等が無く、

渓谷部であっても、桁下空問をある程度の造成にょり工事用地として使用可能な場合を想定

する，　ただし、流水が無くとも30ロ以上の場合、ベント埣の支持構造物は設置困難である。

　主に、山岡部における急峻な渓谷の斜面に沿って楢梁が位置する場合を想定する．

であっても、桁下空間をある程度の造成により工事用地として使用可能な場台を想定している．

　多くの場合・渓谷斜面下に一般道路が位璽している．
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一綴河川で、非流水部を含む多径闇連続もしくは，単絶径闇連続矯梁を想定する。

河川歎等の非涜水部は、「流水無部1に分類する．

p
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比較的中小の河川に架かる橋梁。
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　主に山同部の楢梁で、急綾な渓谷を伴った河川上の橋梁．

として使用できない。

基本的に桁下空間を工事用端 主に山尉部の楢梁で、ダム湖（灯川）のように、通年で．水量の多い桁下空闇の場合．
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桁下空間が、港湾または、運河の条件で、船舶の航行のある場合． 桁下空簡は海洋師を含むものの、海岸濫面に沿うように位量する権梁。船舶の航行は無い．
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　主に都市部の高架楢で，桁下空聞の地中に地下鉄・共同溝・地下街などの重聾褥造物が

位置する場合．
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主に都市部の高架禰で、鷺築柵造鞠に近接する楊合，
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2）詳細条件

　解体工事の選定に際しては、現場ごとの詳細な条件も、工法選定に関して大きな影響力

を持つ。大方の推奨工法は、前記のr選定要因」により．特定化できるものの、現場におけ

る詳細条件は千差万別で、その些細な条件により適用できる工法が一転する。

　例えば、r地形条件」が平坦かっ、トラッククレーンの設置が可能、r構造形式」が飯桁

橋であることより、望ましい手法であるrベント支持による解体」を導き出しても、ベン

ト設置ヤードが、詳細には確保できないといった詳細条件であれば、別途「引き戻し工法」

「トラベラークレーン工法」などに方針変更しなければならない。山間部で、アーチ形式

橋梁であれば、自ずと「ケーブルエレクション工法によ・る解体」が決定しても、ケーブル

エレクション鉄塔のアンカーを設置できない地盤状態であるならば、桁下空間を大規模に

造成してでもベントを設置して撤去を行うといった判断にもならざるをえない。

　「詳細条件」とは、「選定要因」をさらに詳細にチェックして工法選定に寄与させるべき

現場条件とし、以下にその主な内容を示す。

①重機関連ヤードの詳細条件

　（平坦地形であっても実際にヤード確保可能か、クレーン自体の搬入は可能か。）

②搬出道路の詳細条件

　（撤去した形状に即した部材搬出路が確保できるかσ）

③仮設備の詳細条件

　（撤去に必要となるベント、エレクション設備、ジャッキ等の設置可否。）

④仮置きヤードの詳細条件

　（撤去した橋梁を大ブロックで取り下し出来るか、最初から細かく分割して取り下ろ

　　す必要があるか。）

3）　制約条件

　解体工事と、架設工事の大きな相違は対象橋梁周辺の國生にある。架設時は、現場周

辺にさしたる障害物も無く周辺インフラも未整備であれば、工事用地としての使用自由璋

は高く、工法選定においても制約は少ない。しかし、橋梁寿命を全うし、解体対象となっ

た橋梁周辺には、必ず、共に発展した周辺インフラが存在し、解体工事によってその個々

の社会活動を阻害することは許されない。例えば、近　　る鉄道’　　、遡三展囲

鑓、整殖一、周辺の建　構造物がそれにあたる。
　アンケート結果では、多くの場合その社会活動が休止する夜間の限られた短時間内に撤

去を完了する特殊工法事例（一括移動工法）や、河川の渇水時期に限定して設備を設置す

る事例（工事桟橋）が伺えた。

　「選定要因」「詳細条件」をある程度満足した推奨工法といえども、「制約条件」を満た

していなければ、その実現性は低い。
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4）技術条件

　橋梁の解体は、既に完成断面力が作用し機能している構造を、再度その応力状態を解除

した状態（無応力状態）に戻した上で、切断し撤去する高度な技術力と配慮を要する。

　橋梁新設時の架設は、無負荷状態（架設系）→荷重作用状態（完成系）へと移行完成さ

せる行為であり、完成系に耐荷する橋梁として設計された”前提”と、重力の”助け”に

よりある程度、一般的化した手法により安全性が確立されている。しかし、橋梁の解体は

負荷状態を逆移行させる手順を要し、その危険度・難易度は高い。

　また、橋梁の解体は、その建設当時の床版構造も含めた構造的スタンダードに照らして

技術検討を行う必要がある。アンケート結果にある1940年代は、当時の人力主体の施工技

術を背景としたトラス形式が多く、また1960年代は床版との合成構造が主流である。近年

は橋梁の長支間化に伴い、箱桁形式等の連続非合成構造が多い。解体工事においては、そ

の時代ごとの異なる構造特性を良く理解した上で、床版の取り下しも含めた手法を計画す

る必要がある。

　「技術条件」とは、主に以下に着目し、選定された「推奨工法」に対し、付加的なチェ

ック機能として設定した。

①完成系断面力の除荷方法

②　桁の切断方法

③　床版の撤去方法

以下に、「選定要因」・「詳細条件」・「制約条件」・「技術条件」の関係とその詳細を示す。

廓体工事における推奨工法確定

十

③制約彙件

推奨工法 ④技衛条件

完成系断面力の除荷方法

　　桁の切断方法匝］巨亟ヨ
匡亟■重司

床版の切断方法

絞り込み工法（推奨工法の候補）

①避定要因

⇔ 1

②詳細条件

囲
画

選定構造図
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「詳細条件」の詳細

　　　工法1　クレーンベント工法工法1 クレ　ノヘノト工法

詳細条件

工事計画 （河lll内工事である。）

詳細条件

　　1

重機関蓮 クレーン設置個所の地盤耐力が十分に確保できる．もしくは．地盤補強により必要耐力が確保できる．

クレーン設置個所の地中に支障物件が無い。もしくは、地中補強によリ支障物を保護で告る．

桁材の撤去・取り下ろし作粟において、使用予定クレーンの定格荷重に見合った作粟半径を確保できる。

計画クレーン設量位匿まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入り口あたりの一般道路幅ぴ十分、または拡幅司能）。

クレーン自体を組立・解体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設置ヤードも含めて、確傑できる。

クレーンの旋回に支障となるものが無い。

使用予定のクレーン機橿は．現地における市場手配性において問題が無い。

搬出道路 解体した桁材を現場外に運ぴ出し、処分場まで運搬するための路繰が確保できる。

解体した桁材の現場内小運搬が可能である．または．工事用造成・別途横持ち手段により可能である。

仮設備 桁材の切断ブロック数を支持するに見合ったベント設備に対し、ほぼ全量分の股置ヤードが確係できる．または、確保できる手段がある．

ベント設置個所の地盤耐力が十分に確保できる。もしくは、地盤裕強により必要耐力が確保できる．

ベント設備の構造高さが30m以下である．

ベント設置位置の地盤が傾斜地形の場合、切：ヒ・盛土により平坦地盤を造成することが可能。固時に滑動防止策を罰ずることができる．

ベント樋材の運び込みが可能であるとともに、現場内に取リ込むためのヤードが確保できる．

〔河川内施工の場合．H鯛杭形式のペント基礎が設置できる。）

〔河川内施工の場台．クレーンを搭載できる工事用桟橘の設置が可能である．》

仮置きヤード 解体した桁材を一時的に仮置きするヤードが．現場内に確保できる．仮憧き出来ない場台、逐次搬出することが可能である。

工法2 拍

詳細条件

工事計画
（超大型クレーン老使用する．クローうクレーン65α吊り以上が対象。）

（河川内工事である．）

詳細条件

　　2

　一

重機閣連 クレーン設置個所の地盤耐力が十分に確保できる．もしくは、地盤補強により必要耐力が確保できる。

クレーン般置個所の地中に支障物件が無い。もしくは．地中補強により支障物を保護で響る。

桁材の撤去・取り下るし作粟において、使用予定クレーンの定格荷重に見合った作粟半径を確像できる．

計回クレーン設置位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入り口あたりの一般道路幅が十分、または砿幅可能）。

クレーン自体を組立・解体するための十分なヤードが．組立用クレーンの設置ヤードも含めて．確保できる。

クレーンの旋回に支障となるものが無い。

〔超大型クレーンを使用する場合、カウンター台車移動用のコンクリート墓礎形式のヤードを設置できる。）

使用予定のクレーン椴種は．現地における市場手巴性において問題が無い。

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路線が確傑できる．

解体した桁材の現場内小運搬が可能である．または、工事用造成・別逸横持ち手段により可能である。

仮設備 大ブロックを吊り上げ定着位置の桁材の補強が可能．もしくは十分な耐力がある・

吊り天秤が使用可能である．もしくは、大ブロック吊り下げバランスを保つ手段があるか．十分なバランスが確保できる．

大ブロック吊リ上げ時において、桁の全体座属に関して問題が無い．

大ブロックを切リ離した後、践存する桁材の安定性（解沐系の構造安定性》において間題は無い．もしくは残存する桁材が無い。

〔河川内施工の場合、H銅杭形式のペント基礎が設置できる．》

（河川内施工の場合．クレーンを搭載できる工事用核橋の設置が可能である．》

仮置きヤード 大ブロック全体をを取り下るすことができるヤードが確傑できる．

大ブロック取り下ろし後、桁材の切断作粟を行うヤードが確保できる．

解体した桁材を一時的に仮置きするヤードが、現場内に確保できる．仮置き出来ない場合、逐次搬出することが可能である。

クレーンー括工法

※　上記は、全工法のうち2工法における一例である。
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5）　工法選定方針

　解体工法を選定する手順において最も重要となる点は、選定の際、選定の分岐点となる

各種条件設定（以下、制約条件）にある。従来の選定7ローは制約条件の「Y　or　N」に

より選別され、唯一工法にたどり着くのが一般的であるが、解体工事の計画においては、

次頁に示す制約条件が多岐にわたると同時に、その条件が複雑に絡み合い、通常のフロー

構造では、計画技術者の行う選定思考を画一化することは困難かつ難解なものとなる。

　計画技術者は解体工事の計画に臨むにあたり、まず、橋梁形式や地形及び、現場環境に

より幾つかの採用可能な工法を描き、それらに対して、安全性・経済性・工期などを比較

して適正な工法を導き出す。つまり、可能な工法は多く存在し、その中から各種要求条件

により絞り込む手法をとる（多正解の中からの比較検討）。

　そこで、本報告書における「解体工法の選定方針」は、前述の1）～4）を骨子として、

以下の形式にて提案するものとした。

①r選定要因」（その1）

　　　工法・手法がほぼ限定される下記要因により推奨工法の一次的絞込みを行う。

　　　選定要因とは、

　　　　a　地形条件（地理条件・桁下隣接条件・支障物）

　　　　b　構造条件（支間形式・平面線形・橋梁形式）一

②r選定要因」（その2）

　　　a，bにより絞り込まれた工法をさらに、重ね合わせて推奨工法への二次的絞

　　　込みを行う（多正解パターンの類推）。

③「詳細条件』

　　　二次的絞込みを行った工法に対し、その工法特有の詳細条件による適性を判断

　　　して、最も実現性の高いものを推奨工法とする（選定）。

④　「制約条件」

　　　推奨工法が、社会的制約にかなったものであるか確認する。制約が満足できな

　　　い場合は、①、②に立ち返り再検討する必要がある（フィードバック）。

⑤　　「技術条件」

　　　推奨工法の実施にあたり、念頭に置くべき構造的な技術条件を付加する（確定と

　　　詳細計画実施への特記）。

よって、本報告書にて目案　る選定シートによる工法は、「決定工法　ではなく「　工
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工

「選定要因』（1）

「選定要因』（2）

工法1～10 工法1～10

4一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一4・一一一一一一一”騨

地形条件 構造条件

一P・一’一1胃一』ヤ『一凸i』卜州‘一’　　　　　　・

賦・

絞り込み工法の重ね合わせ

．’』1…塗轍

　
［ 　『

4一一一一。。一一一噂一一一一一。一一一一一一一一一一一需一一一一一一

　1

　9
　1
　0
　，

　9

　1

　0

　1

　0

一。』

「詳細条件』
詳細条件（候補となる工法ごとに条件帯足指数をチェック）

「制約条件」

『技術条件』

　制約条件（決定工法に該当する制約があればチェック）

制約条件を満たさない

　　　　　　　　　　　　1

技術条件を付加する

技術的問題を付加できる

技術的問題ぴ残留 再検討
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（2）対象工法の定義

　推奨工法を下記に分類する。しかし、各種要件によりマ概に下記に分類が困難、または、

工法を複合せざるおえない場合も少なくないため、その場合は別途検討を要する。

　なお、各工法の詳細は、第3章を参照する。

工法1

工法2
工法3－1

工法3－2

工法4－1

工法4－2

工法5

工法6

工法7

工法8

工法9
工法10－1

工法10－2

クレーンベント工法（単材解体）

クレーンー括工法（大ブロック解体）

引き戻し工法（手延べ機）

引き戻し工法（エレクションガーダー縦移動）

一括移動工法（横移動）

一括移動工法（大型搬送車）

ケーブルエレクション斜吊り工法

ケーブルエレクション直吊り工法

トラベラークレーンエ法（架設桁併用）

一括吊下げ工法（ジャッキ式吊下げ機械）

台船・F　C工法

落橋工法（横移動）

落橋工法（爆　破）
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4－3　工法選定シート

　（1）選定シートの種別

　解体工法の選定シートは、6種のシートより構成する。

　若番側（シート1）から順次、選定要因を整理・適合させ、全10種の適用可能性工法の

絞り込みを行う。

　以下に各シートの機能を示す。

シート1

シート2

シート3

シート4

シート5

地形条件シート

　シート2と並行検討し、地形条件のみにより候補となる工法を絞り込む。

構造条件シート

　シート1と並行検討し、構造条件のみにより候補となる工法を絞り込む。

重ね合わせシート（工法の絞り込み）

　シート1、2の結果を重ね合わせ、さらに絞り込みを行う。

詳細条件シート

　現場の詳細条件にっいてチェックする。チェックは、シート3の絞り込み

　の工法に対応したものにっいてのみ満指数を算出（自動計算）し、最も高

　値のものを「推奨工法」（選定）とする。

制約条件チェックシート

　主に現場における制約条件（主に時間制約）についてチェックする。

　チ土ックにより条件を満足できる場合、「推奨工法」（採用）とする。

　満足できない場合はシート1、2、4に立ち返り再検討する。

シート6 技術条件チェックシート

必要となる、詳細技術検討要件をチェックする。主に完成系断面力の除去

方法、床版の撤去手順にっいてチェックし、シート5までにある程度決定

した推奨工法に付加的条件を加える（r推奨工法（確定）」）。

※　工法選定の手順は、シート1，2→シート5に順序にて絞込み・選定を行い。シート

　6は工事計画の補助と位置づける。

※　以降に工法選定シートの詳細構造を示すが、シート1→シート4による手順は、同

　梱の添付ソフトにより半自動的に選定できる。
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（2）選定シートの構造

シート1紺5（6）における儒体工法遇定の手鳳（詳細）

シート1地形県倖シート

　　　　　　　　胃

遇択1 遇根2 遇択3
工法の暫建絞リ込み

地理彙件 桁下・離機彙件 支瞳物

・平野地方

・山隅地方

・都　　窮

・海　　岸

平坦藺上

全13工怯のうち1種
飼最大9霊の麗囲で
椎嬰されるエまが袖
　　出される．

一次鮫り込轟工法（1）

平坦

状 肇

線突

一
甕

薯

鉄　近

浬得・偶口 30m豪
30m
鯖口　形

珂川 大　躍

中小珂川
一1

ダム

し

驚　辱 淘

地中　遣 交通篤股
イフうイン

下

近

紅テイ

シート2構造条件シート

　　形　で　　　に

選択1
　　　』　　一

支問形民

　　　遇択2

　　平薗線形

選択3

構塗形残

工法の暫定絞リ込み

・単純桁

・遮纏桁

直瓠

曲鳳桁

1

金13工法のうち1種
陶最大10糧の億園で
権曇される工法が紬
　　出される．

一次鮫り込み工法（2）

上隠トラス

下踏トラス

上　7一チ
中路7一チ
下略ア→
ローゼ

トラスドランガー

ラーメン

→
　シート3重ね舎わせシート

シート12の　　　オ

一次鮫り込み工沫（1）

　　　　　　～一　1　」
工
工

　　　　ム　　エ
ー　　tlロロ土　
　　　『『冨翼x一一工　＝一

十

一次絞り込み工法（2）

　　　　　　～一2　し
　　　　　　　　　　工

＿＿＿＿『
●●● 工壕＿．一。一一．＿．．

一

　　　　　一一五巫一ヱ
属翼寓

旨
二次絞リ込み工法

　　　　　　　　　工
…皿一 』｝一ム五ムよ　…一一『『㎜

翼翼寓

↓

↓
STEP5

（

シート5創約乗件シート

エの　における

　　崇推饗工法『000工岱』について『欄約彙件』壷苧ヱック．シートに殿窯するr制鮪豪倖』をクリ7する｛＝と壱徽巳してr櫨窟』とする●

（シート1こ用意する制約条件》

一般道路に近接する場合 一・1．シートに用意された対策を行うことが出来る．

→2．淵迎対策により、乗件をクリアできる可能性あり．
一り　3．や‘より、鯛約条件を満たす対策力｛無し㌔

一般道路・交差点に交差する場合 噂¶．シートに用慧された封策を行うことが出来る．

→2．別逓対策により、条件をクリアできる可能性あり．

輔3．やはり、制約条件を渣たす対簾が傭い．

高遮遭路に交差する場含

河川区域である場合

鉄道営薬線に近撞する場合

◎◎◎工珪採用
◎◎◎工法採用十別途対簗
シート4に隈り再検討

◎◎◎工遥裸用
◎◎◎工法採用十別途対策
シート41二風り再検肘

鹸道営象線に交塾する場合

港湾・運河を使用する場合

高臣架空線に近撞する場合

↓

↑
6

（用した

シート6技甫柴件シート

エの　　における　　）

解体工事の詳細工事齢圃を立案する際、シートに用量されたr技婿彙件』について、必ず検肘する。

1　　　完成系断面力の除荷方法
2　　　桁の切断方法
3　　　　廉版の撤去方法
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（3）工法選定シート

1）選定要圏シートの構造

　　母一1　　　　ぞ一

麗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遇択凝一ド）
　　　　　　　　　　軟弱地盤　　　　111　　　　311

一　　 縄櫨　　112　　312
①平野地方

②山閥地方

③離市

④溝爆

①叩堰隠上

②畜架状隙

③震香鱒薗

④河川繍

⑤海洋簿

「……　　　　　　　　易
　　　　　　　　3
　　　　　　　　4
　　　　　　　　5
　　　　　　　　6
　　　　　　　　7
　　　　　　　　島

「…ii

一＝

遺駆接

聞m未瀦

斜酉地鯵

大講川

中小何川

燃省珂川

蔑水無し

港諌翻
擁爆

交源施設
ライフライン

薗下

近棲

コ聯予イ

1劉

122

123

124

1器

126

12フ

12臼

321

3盟

323

槻4

325

躍鰹

327

鼻2島

　　2助　
　　躍
1鞠i器3 郷

141

142　　裂42

　　243
　　黒鍋

菊1

絹2

⑥地中欝遣

⑦黙籔鞠 　　　　　　　　1

穀面地耐力1◎OkN！m2象璃

羅面地耐力1②OkNlm2以上

一般書象蘇複線以下

一毅欝梁緯℃あっ偽．3儀以よの場會繰寧場など鴻含

一毅國磁規橡

有斜道賂などの蘭規楕遺路

血藤際差綱造のよ層摺梁

解体に平行、特に検肘を璽する近接の場禽

鮮体に箪行．特に検酎憲墓する近接の坦台

寵水の掻い堀禽にを限る

議水の娠い場禽に限る

地山斜面、人工迭函，法面緑腰ゴ目ック等の構遼物

下確河川．私闘

中小餌川

よ流何川、震漉

上癒珂川であっても常時水量の多い場含

弼川敷部分の場倉

船舶の航行あ甲

船藺の航行なし

亀下鉄．地下慮、地下欝

共固溝。よ下水．電力、題爆ケー7ル瞥

桁下商庸欝

蛾接の度會いは計圏者凋剛隷る

蝕隅、駅煎広場

翻

①瓢龍桁

①癒繍桁

②囎縁桁

一塾 興鱒舞　・一・噸。露凝i

、蒲購窮

（遡駅コード）

竹｛

”B

ll　C

1てo

11竃

11F

”G

”H

11塞

1て」

A　　工析
扇　　籍桁

G　　出購トラス

隣　　下蹟トラス

琶　　上陽γ→

F　　中路ア呼
媛　　下路7－9

H　　ローぜ

1　　トラスドランガー

一　　方丈ラーメン

「三
　　　　　　　　A　　1桁
　　　　　　　　8　　緒桁
　　　　　　　　一　　方魔ラーメン

　　　　　　　　」

　　　　　　　②藏騒桁

　　　　　　　　J

1桁

籏桁

上路トラス

下路トラス

トラスドランガー

方亥ラーメン

一尋7一



σ》

co

I

山間地方・渓谷斜面・斜面地形

山間地方・高架状態・道路近接

山間地方・河川等・ダム湖

山間地方・高架状態・道路近接

山間地方・渓谷斜面・30m未満

山間地方・渓谷斜面・斜面地形

山間地方・高架状態・一般道交差

1写真は解体工事と関係有りまiせん1

山間地方・河川等・渓谷河川

山間地方・渓谷斜面・30m以上

山間地方・河川等・渓谷河川

山間地方・渓谷斜面・30m以上

平野地方・河川等・流水無し

都市・高架状態・一般道交差

都市・高架状態・鉄道近接

（写真1よ解体工虜と関係有りません）

平野地方・河川等・大河川

都市・高架状態・交差点

〔写真は解体工事と閏係有り歪厄んレ

（写真は解体工事と聞係有りません1

海岸・海洋等・港湾運河

都市・高架状態・新幹線交差（3線以上）

都市・高架状態・道路近接

山間地方・河川等・渓谷河川

平野地方・河川等・中小河川

海岸・海洋等・海岸

〔写爽は解体工事と聞係有りません1

都市・高架状態・一般道交差

都市・建築物・近接

（写真は解体工峯と闇｛礒有りません）
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3）シート2

遇榔支面樽戒

皐緯桁

■鷹桁 稲
①
o
⑲
⑳

エま1　　クレーンベント工焼

工法2　　クレーンー括工岳

工卸一監　引倉醍し工猷亭殖ぺ1

工患3－2　引題腰L工驚1エのゆガ→」鳳瓢動1

　　o』　　』　　　　　　一

　　〇
一　　　　　一　

　　〇

刻．
◎
＠
㊧

工遥‘一，　一猶智動工竃㈲祁㈲

工ま4－2　一措影動工法け咀壁置章1

工藍5　　ケーブ腿け勘■吊工庄

⑤
⑦
⑲
⑨
⑩

工灘　　を一ブ腿凶”ン■吊工塗

工卸　　トラペラルーン工垂儀睡桁餅用1

エま一　一招鼠下げ工謝シ’？舜嘘串下腰齢

工法6　　臼船・FG工遼

工瑳ゆ一1階鱈工瑳〔櫓鴇劉

⑭2工ま1←2薙鋤工患幅竃1

①

①

o』

叡
④1

働
⑳

⑤

⑦

IP

り

⑭1

⑭z

工瑳1

工燈z

工患3一雄

工鵠M
工出←ロ

エま4－z

工缶5

工慶6

工法，

工郵

工却

遇択2平面線形

クレーンベント工寵

ケレーンー指工唐

引麿臓し工ま〔苧硅ベレ

引倉腰し工璃にレケシ9ノが→1一槻路踏｝

一錯霧動工麿〔鞭棒謝

一鱈鴨動工匡（大劉謄遜箪1

ケー7闇【レゲノ3ン鱈吊工瑳

ケーフ『腿博乃ン■吊工盛

卜弘ラ矩ノエま｛繋詮桁“用ン

ー雷吊下げ工ま｛ンヤ蒔賦吊下隠雛，

台厨・FC工驚

工驚ゆ一1落構工瑳〔禰”動1

工岳1かz耶旧工岳ζ蝿竃1

遇択3繍梁形式

o o
o

一　一　　　　　　　

〇
一

o
一　　　　一

瓢

一　　　　　　　　　一

　〇
一　　　　　　　　　一　　』 　　一　 』　　一　　『　　 ■　　　一　　　　皿

髭

一
〇

一　　　　　　　一

o 0
o 翼

O
O

』　　　　　一　　　　　　　　 　皿　　　　『　　　　　　　　　　一　　 　　　　　　　　　一　ユ　　ー　■ 『　　　　　　 一　一　　凹　『　　T　 π　　　　　　　　　一 一　『　　　　　　　　　　一　　　一　　

皿
翼
属

◎ 罵

o o
o x

o
一

x

”嶺
『　

一　　　　 　　　一

5量
皿　　　

丈 緬ローぜ 障スト3鴻’一方丈トメン ：緬　　億緬　 方父卜5ン

置磯コーギ 11A　　　I旧　　　11C　　　”D　　　”E　　　l1F ”G　　　l1H 11： 11」 12A 雷2巳 12」

①1エま1伽ンペント舐　　　　1
の　工瑳Z　　クレーンー櫓工患　　　　　　　　　　　　　　1

③1工蘭『撒し職1羊罰　　　『1

10田　　7皿　　10己　　12顧 2■　　1顧　　O樋　　5■　　6楓 2橿　　5璽 5楓　　1田

童鵬桁

、1）　ヱま1　　クレーンベント工患

㊤　工烹2　　　クトンー括工法

①聖工法3－1　引を醍し工ま1辱砥ぺ1

つz■瑳3一～　引き醍し工遥に砂湘ン血→一電博勘，

④1工瑳←1一醤脇髄工瑳｛腰絡幽1

④～工忌4P2　一信脇動工法（大聖厨肖奉l

lg　 工瑳5　　　　ケー7■肛砂乃ン斜吊工注

⑤工ま5　　ケーフμけ乃ンi吊工ま

⑦　　工驚7　　　　卜恥3ウトン工遥〔胴醗柵酬用P

O　 工岳9　　　一猶吊下げ工琉〔シ’轍專皿吊下働簾1

　工法曹　　　自鰍FC工豊

⑫1工遥1凹播響工瑳〔鞭鴇馴

92工まlo－2薄腰工蔑｛蝿ぽ1

o

峰二

Ω＿

⑪

②

③1

伽
④1

＠
⑤

⑤

①

④

の

⑭1

⑫z

選択2平面織形

工驚1　　クレーンペント工臣

工濠2　　クレーンー衛工蔑

工ま3一，　引倉贋し工漁1手竈ぺ1

工法3－Z　　31曾隈し工忌こエレウ”ン身→畷霧舳｝

工岳4叫　一酌画工驚（頓椰鋤

工法4－2　一悟跡幽工匡1家壷瞳遂車1

工ま5　　　　ケー7』μレ，月ン偶吊工蔑

工岳6　 ケーフ腿レ，兇ン霞剛工ま

ヱま7　　　トうへう，一ン工監｛殿皿箭優用P

工艦o　　一循昂下げ工蔑‘ン’層書虞廓下■標P

工まo　　台凶・FG工ま

工ま10－1蕩掴工患1頓瀞ml

工随1←2窺■工忠働確1

　■億緬

O
O

O
o

◎

5糧

遇択3櫓梁影式 賄　　鮪桁，上昌陽ス下薦博ストラス肖浦一方丈チメン　：桁　　億桁　上隠トラス下齢ラス陽剛ラ”㌔方丈チル

　量農コード
クレーンペント工瑳

クレーンー据工瑳

引響隈し工患（亭礪べ｝

引倉震」工垂にゆ『励－→－一韻鴇幽1

一鞠動工岳〔設移謝

一醤瀞動工監1六聖鷺遷覇｝

｝一プ解【レ引鵬扇工邑

ケーブ腿レケπン瞑吊工岳

トうへ1うケトン工匪‘簾四締酔用，

一鱈廓下げ工法1シη尋式吊下旨幡1

吉船・FC工歪

21A　　　　　　215　　　　　　21C 21D　　 2U　　　21」 22A　　229　　22C　　22D　　221 22」

・D

の

③r

伽
④1

ゆ
Ig

㊨

の

・ゆ

⑨

⑩

6z

’工忌1

工釜：

工慈ユー1

工塁3㌣2

工座←1

工患‘一2

工5匿5

工豊5

工脚

工瑳●

工虫o

工驚，0圏匹窩繍工ま1緬瞥艶1

工患Io－2稿■工盛1鯉随1

一 　　一 o睡　　　　　　一　〇一　』　　』
　o
　翼

……

o
十8 〇

一
〇 o 翼

饗 翼

寓

翼
翼
一
　
　
一
〇
　一〇

『　　　　　

x

　翼　　　　　　一
　翼皿　　　　　　　　　　　　　　　　
　減　　　一
　翼
　翼

o 翼 x o

o
o
翼
冨
o
o
冨

　O
　O
　κ
　属
　冨『　　
　翼
　属

O
O
躍

o
一
　
　
　
一
〇

　冨

o o 翼　　　　O
◎
一
　
－
〇
一
　
　
丁
　
　

x

　　　一　　

　　　
o
マ
0 翼　　　　O

一　　』　　　　　　一　　　一

　　　一其　　　　　　　　翼

翼 x 翼　　　　　　　罵

8』匡
O　　　　O

　翼　　　・　　』　　一
　翼　一　　
　属一　　一　　　『
　o

　x　　　　　　　　誕
一　一　〇　　　　　翼
一　　　　　　　　　』　　　一

　冨　　　　　　　　翼
　皿　　　一　一　　　　　　　　　　　

　箕　　　　　O

翼 其 x x 冨

翼
一
三
〇

　翼
　罵　皿　　　　　　　　一
　〇

　翼
　其　　　　　　一
　◎

　翼一　　　　　　　　　　　一　　』
　翼
　〇

翼
一
　
一
　
　
　
一
躍
冨

　o
　〇
　〇

　x
　〇
　〇

翼 　x一　　　　　　　　　　　　　　　　一

　x

　　　L
　ア　　　減
　　　　　　　　一　　　　　

　翼　　　　　　　　翼
　翼　　　　一
　x

　x　　　　　　　　翼
一　［　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　』

　躍　　　　　　　　翼
一　　　
其

　買
一
　
岡

　翼一　　　一
　罵

翼
』
　
　
　
一
翼翼
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5）シート4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～一4「冨　　　　ξ一

　　　　　下記に工法ごとの「詳細条件」シートを示す。二次絞り込み工法のみについてチェックを行い、
　　　　条件満足指数が最も高値のもの工法ひとつを、「推奨工法の選定」とする

工法1 クレーンベント工法

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係
無ければ入力しなし

工事計画 〔河川内工事である。）

詳細条件

　　1

重機関連 クレーン設置個所の地盤耐力が十分に確保できる。もしくは、地盤補強により必要耐力が確保できる。 必須 o
クレーン設匿個所の地中に支障物件が無い。もしくは、地中補強により支障物を保謹できる。 必須 O
桁材の撤去・取リ下るし作彙において、使用予定クレーンの定格荷璽に見合った作粟半径を確保できる。 必須 O
計画クレーン設置位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入りロあたりの一般道路幅が十分、または拡幅可能）． 必須 O
クレーン自体を組立・解体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設置ヤードも含めて、確保できる。 必須 O
クレーンの旋回に支障となるものが無い。 必須 O
使用予定のクレーン機種は、理地における市場手毘性において問題ぴ無い。 必須 O

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで蓮搬するための路線が確保できる． 必須 O
解体した桁材の現場内小運搬が可能である。または、工事用造成・別途横持ち手段により可能である． 必須 O

仮設備 桁材の切断ブロック数を支持するに見合ったベント設備に対し、ほぼ全量分の設置ヤードが確保できる．または、確保できる手段がある． 必須 O
ペント設置個所の地盤耐力が十分に確保できる。もし（は、地盤補強により必要耐力が確録できる． 必須 O
ベント設備の構造高さが30m以下である． 必須 O
ベント設置位匿の地駐が傾鱒地形の場台、切土・盛土により平垣地盤を造成することが可能．同時に滑動防止策を講ずることができる． 必須 O
ベント機材の運び込みが可能であるとともに、現場内に取り込むためのヤードが確保できる。 必須 O
（河川内施工の場合、H鋼杭形式のベント基礎が設置できる．）

（河川内施工の場台、クレーンを搭載できる工事用桟橋の設置が可能である。）

仮置きヤード 解体した桁材を一時的に仮置きするヤードが、現場内に確保できる．仮置き出来ない場合、逐次搬出することが可能である． 必須 O
判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

工法2 クレーンー括工法

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係

無ければ入力しなし

工事計画
（超大型クレーンを使用する。クローラクレーン650t吊り以上が対象。｝

（河川内工事である。）

詳細条件

　　2

重機関連 クレーン股置個所の地盤耐力が十分に確保できる．もしくは、地盤補強により必要耐力が確保できる。 必須 O
クレーン設置個所の地中に支障物件が無い．もしくは、地中禰強により支隙物を曝護できる． 必須 O
桁材の撤去・取り下ろし作粟において、使用予定クレーンの定格荷璽に見合った作粟半径を確保できる． 必須 O
計画クレーン設置位置まで，クレーンを搬入することができる（特に現場入りロあたりの一般遭路幅が十分、または控幅可能）． 必須 O
クレーン自体を組立・解体するための十分なヤードが、組立用クレーンの毅置ヤードも含めて、確保できる． 必須 O
クレーンの旋回に支障となるものが熊い． 必須 0
（超大型クレーンを使用する場合、カウンター台軍移動用のコンクリート基礎形式のヤードを設置できる．）

使用予定のクレーン機種は、現地における市場手配性において問題が無い． 必須 O
搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路練が確保できる。 必須 O

解体した桁材の現場内小運搬が可能である。または、工事用造成・別途横持ち手段により可能である。 必須 O
仮設備 大ブロックを吊り上げ定着位置の桁材の補強が可能．もしくは十分な耐力がある． 必須 O

吊り天秤が使用可能である。もしくは、大ブロック吊り下げバランスを保つ手段があるか、十分なバランスが確保できる． 必須 O
大ブロック吊り上げ時において、桁の全体座国に閣して間題が無い。 必須 O
大ブロックを切り離した後、残存する桁材の安定性（解体系の構造安定性）において問題は無い．もしくは験存する桁材が無い。 必須 O
（河川内施工の場合、H鯛杭形式のペント基礎が殴置できる．）

（河川内施工の場舎、クレーンを搭載できる工事用桟櫓の囲置が可能である・）

仮置きヤード 太ブロック全体をを取り下ろすことができるヤードが確操できる． 必須 O
大フロック取り下ろし後、桁材の切断作桑を行うヤードが確保できる． 必須 O
解体した桁材を一時的に仮置きするヤードが、現場内に確保できる。仮置き出来ない場合、逐次搬出することが可能である． 必須 O

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10096 A
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工法3－1引き戻し工法（手延べ）

鮮細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係
無ければ入力しなし

工事計圃 （河川内工事である．〕

詳細条件

　3－1

重機関連 手殖機組み立て　用クレーン設置鱈所の地盤耐力が十分に確傑できる・もしくは、地盤補強により必畏耐力が確保できる。 必須 O
手殖機岨み立て　作象において、使用予定クレーンの定格荷量に見含った作粟半裡を確傑できる． 必須 0
手鑑機組み立て　用クレーン設量位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入りロあたりの一般道距幅が十分．または肱幅可能）． 必須 O
手踊機緬み立て　用クレーン自体を組立・解体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設量ヤードも倉めて、確保できる． 必甕 O
手硅機組み立て　クレーンの旋回に支障となるものが無い． 必須 O

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路線が確傑できる． 必須 O
解体した桁材の現場内小運搬が可能である。または、工事用遭成・別遁横簿ち手段により可能である。 必須 O

仮設備 手鑑機組み立て　作粟ヤードが、椙台背面または・陰捜極間柵面上に確傑できる．あるいは作粟構台を構隻する等により確傑できる． 必須 O
引き風し駆動装置（水平送りジャッキ等）を設置する個断は集中反力に対し、十分鰍荷で倉るとともに、鞍置を設匿できる十分なスペースがある。 必須 O
引き艮し鴎の桁の張り出し状態に耐荷する補強が可能である．もしくは、補強無しでも十分な耐力がある。 必須 0
引き夏し軌道股備を設置可能なヤードを、楷台背面または、隣撞樫岡橋面上に確操できる．あるいは作粟携台を構築する等により確傑できる． 必須 O
楢梁全体を引き匪し所定寓さまでジャッキアップする股備を股置する十分なスペースがある．集中反力に対して十分な耐力を有する． 必須 O
引音屡した椙梁全体〔撤去対象大プロック）を多点支榑する設備を設置できる個所を確保できる．畠 必須 O
大ブロックを切り離した後、憂存する桁材の安定性〔餌体系の構造安定性）において間題は無い。もしくは残拝する桁材が無い． 必環 O
（河川内施工の場合、H鋼杭形式のベント碁礎が設置できる。）

（河川内施工の場合、クレーンを搭載できる工亭用桟橋の殴置が可能である．）

仮置きヤード 引き罠した橋梁全体（撤去対象大ブロック）が収まる引き艮しヤードが確傑できる． 必須 O
撤去対象大ブロックにおいて、桁材の吻断作集を行うヤードが確保できる． 必須 O
切断した桁材を一時的に仮置きするヤードが、現場内に確県で青る・仮置き出来ない場合、逐次搬出することが可能である． 必須 O

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

工法3－2引き戻し工法（エレクションガーダー縦移動）　※以下エレクションガーダー＝EG

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係
無ければ入力しなし

工事計画 （河川内工耳である。）

詳細条件

　3－2

重機関連 EG組み立て　　用クレーン股置側所の地盤耐力が十分に確傑できる。もしくは、地盤補強によリ必要耐力が確傑できる。 必須 O
EG組み立て　　作粟において、使用予定クレーンの定楕荷重に見合った作集半優を確保できる． 必須 O
EG帆み立て　　用クレーン設置位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入り口あたりの一般道路幅が十分、または拡幅可能）。 必須 O
EG組み立て　　用クレーン自体を組立・屏体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設量ヤードも含めて、確保できる． 必須 O
EG岨み立て　　クレーンの旋回に支障となるものが無い． 必須 O

搬出道路 醒体した桁材を理場外に運び出し．処分場まで運搬するための路線が磯録できるり 必須 O
解俸した桁材の視場内小運搬が可能である．または、工事用遼成・別途横博ち手段により可能である。 必須 O

仮般備 EG岨み立て　　作票ヤードが、十分に確操できる．あるいは作粟構台を構集する等により確録できる． 必須 O
EG組み立て　　手法において．適正な菓設手段が考案できる（送出し工法、櫓上クレーン搭載等．）。 必須 o
EG支点殴置　　飼所は集中反力に対し、十分附荷で實るとともに、装置を設置できる十分なスペースがある． 必須 O
EG、移紬装置　　は、解体桁を搭載もしくは．吊り下げ荷重に十分耐荷する． 必須 O
摺梁全体を引き罠し所寛高さまでジャッキアッブする設儒を設置する十分なスペースがある．集中反力に対して十分な耐力を有する。 必須 O
引き艮した楷梁全体（撤去対象大プロック）を多点寅搏する殴備を設置できる個所を確傑できる． 必須 O
大ブロックを切り離した後、残存する桁材の安定性〔餌体系の講遣安定性）において岡題は無い・もしくは強容する桁材が無い・ 必須 O
橋梁解体後の、エレクションガーダーの有効な撤去手段が計團できる． 必須 O
（河川内施工の場合、H鋼杭形式のペント茜礎が設置で虐る．，

（河川内施工の場台、クレーンを搭載できる工事用植橋の設置が可俺である．）

仮置きヤード 引き艮した橿梁全体（撤去対象大ブロック）が収宗る引き罠しヤードが麹操できる． 必須 O
撤去対象大プロックにおいて、桁材の切断作粟を行うヤードが確傑できる． 必須 O
切厨した桁材を一時的に仮量きするヤードが、覗場内に確傑で皆る・仮量唐出来ない増含、逐次搬出することが可能である・ 必須 O

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

一73一



腐　　　　　悟移罰　　広～慣杉馴’

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係

無けれぱ入力しなL

工事計画 （河川内工事である．）

群細条件

　4－1

重機関運 横移動股備網み立て用クレーン股置個所の地盤耐力が十分に確保できる．もしくは、地盤補強により必要耐力が確操できる、 必須 O
横移動設僅組み立て作粟において．使用予定クレーンの定格荷重に見合った作粟半径を確保できる。 必須 O
横移動設偉組み立て用クレーン殴量位量まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入りロあたりの一般道路幅が十分、または拡帽可能》． 必須 O
横移動設備組み立て用クレーン自体を岨立・解体するための十分なヤードが、縄立用クレーンの設置ヤードも含めて、確傑できる。 必須 O
横移動設廓組み立てクレーンの旋回に支障となるものが癩い。 必須 O
横移動後の桁材撤去用クレーン設量個所の地盤耐力が十分に確傑できる．もしくは、地盤補強により必要耐力が確操できる・ 必須 O
横移動後の桁材撤去作粟において、使用予定クレーンの定格荷置に見合った作粟半径を確録できる。 必須 O
横移動後の桁材撤去用クレーン設置位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入りロあたりの一般道路幅が十分、または拡輻可能）。 必須 o
横移動後の桁材撤去用クレーン自体を岨立・餌体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設量ヤードも含めて、確保できる。 必須 o
横移動後の桁材撤去クレーンの旋回に支障となるものが無い・ 必須 O

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路線が確保できる． 必須 O
解体した桁材の現場内小運搬が可能である．または、工事用造成・別途横持ち手段によリ可能である。 必須 o

仮設備 横移動設備組み立て作粟ヤードが、十分に確保できる。あるいは作梁構台を構簗する等により確保できる。 必須 O
横移動設儒設置　　個所は集中反力に対し、十分耐荷できるとともに．装置を設置できる十分なスベースがある。 必須 O
橋梁全体を横移動所定高さまでジャッキアッブする設備を設置する十分なスペースがある．集中反力に対して十分な耐力を有する。 必須 O
横移動した櫓梁全体｛撤去対象大ブロック）を多点支持する設償を股置できる側所を確保できる． 必須 o
大ブロックを切り離した後、残拝する桁材の安定性（解体系の構造安定性）において間題は無い．もしくは残存する桁材が無い・ 必須 O
（河川内施工の場合．H鋼杭形式のベント基硯が設量できる。）

（珂川内施工の場合、クレーンを搭載できる工事用桟糧の設置が可能である。）

仮置きヤード 横移勘した橘梁全体（撤去対象の大ブロック）が収まるヤードが確県できる。 必須 o
撤去対象大ブロックにおいて、桁材の切断作集を行うヤードが確保できる。 必須 O
切断した桁材を一時的に仮置きするヤードが、現場内に確保できる．仮置き出来ない場舎、逐次搬出することが可能である。 必須 o

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

工法4－1

工法4－2

一括移動工法（横移動）

広　　　　　雷貢櫓1切　広㌧〈鎧！販這』トノ

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係
無ければ入力しなし

群細条件

　4－2

重機関蓮 大型搬送車組み立て用クレーン設置個所の地盤耐力が十分に確保できる。もしくは、地盤補強により必要耐力が確保できる。 必須 ○

大型搬送車組み立て作票において、使用予定クレーンの定格荷重に見合った作粟半慢を確保できる。 必須 O
大型搬送車組み立て用クレーン設置位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入り口あたりの一般道路幅が十分、または拡幅可能）。 必須 0
大型搬送車組み立て用クレーン自体を組立・郷体するための十分なヤードが．組立用クレーンの設置ヤードも含めて、確保できる、 必須 O
大型搬送車組み立てクレーンの旋回に支障となるものが無い。 必須 O
大型搬送耳　　は搭載する撤去対象の大ブロックの重量に十分な耐荷性能を有する． 必須 O
大型搬送車　　が撤去対象の大ブロックを搭載して仮置きヤードに走行可能な路線が確傑できる。 必須 o
大型搬送車　　が徹去対象の大ブロックを搭載して走行する賂線において、地盤およぴ構造物（橋梁等）の耐力は十分確犀で音る。 必須 O
大型搬送車　　が撤去対象の大ブロックを搭載して走行する路線は凹凸が200mm以下で、かつ勾配は2％以内である。 必須 o
大型搬送車　　が撤去対象の大ブロック疽下に入り込める。 必須 O

使用予定の大型搬送車機種は、現地における市場手配性において問理が無い。 必須 O
搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路線が確録できる。 必須 O

解傳した桁材の現場内小運搬が可能である．または．工事用造成。別途横持ち手段により可能である． 必須 O
仮設備 大型搬送享上に搭載するリフトァッブ装置あるいは．仮実持設餉の弧度．安定性に問題は無い。 必須 o

撤去対象大ブロックの支梼点（桁下側のリフトアッブ設備、仮支持設備が機する飼所）の集中反力対する補強が可能。もしくは、十分な耐力を有する。 必須 o
大型搬送車の搭載した状態の大ブロックは、桁の全体座回に関して問題が無い． 必須 O
大ブロックを切り離した後、残存する桁材の安定性（解体系の構造安定性）において間題は無い．もしくは残存する桁材が無い。 必須 ○

搬送後の橋梁全体を多点支持する設備を設置できる。 必須 O
仮置きヤード 搬送した橋梁全体（撤去対象の大ブロック）が収まるヤードが確傑できる。 必須 O

撤去対象大ブロックにおいて、桁材の切断作粟を行うヤードが確保できる． 必須 O
切断した析材を一時的に仮置きするヤードが、現場内あるいは搬送先に確像できる。 必須 o

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

一括移動工法（大型搬送車）

一74一



工法6　ケ　フルエレクンヨノ直吊リ工沃

詳細条件

可能な場合O

（）内乗件は、関係

無けれぱ入力しなし

詳細条件

　　5

　　6

重機関遼
ケーブルエレクション鉄塔組み立て用クレーン般置おいて地耐力・作象半掻・必要ブーム畏・定格荷重に間題がない。あるいはエレクターが使用できる。 必須 O
ケーブルクレーン駆動力としての大型ウインチの設置場所が確傑できる。 必須 O
ケーブルクレーン駆動力としての大型ウインチの定格荷重に問題は無い。 必須 o
ケーブルクレーン駆動力としての大型ウインテのコンクリートアンカーが設置で含る。あるいは、アンカーは不要である． 必須 O
バックアンカー都の切土作粟において．パワーショペル郷が進入。設置できる・ 必須 O

搬出道路 鰐体した桁材を現場外に運び出し亀処分場まで運1殴するための距櫛塵が確像できる・ 必須 O
解体した桁材の理場内小運搬が可能である。または、工事用遭成・別遼横楠ち手段により可能である。 必須 O

仮設備 ケーブルエレクションアンカー設量ヤード、設置法面に支障物（一般進路等1が無く．十分施工可能な■所が確傑できる。 必須 O
ケーブルエレクションバックアンカーは橘軸瓦畏軸繰に対し大きく偏芯していない（目安10度未満）．また鉄塔左右のバックアンカー位置が対称位置にある。 必須 O
アンカー設置地層は、十分アンカー反力に耐荷する（コンクリートの場合．指定抵杭土圧安全率確傑、グランドアンカーの場合指定安全串ゆ支持層までの打込み）。 必須 O
バックアンカーの形状が急角度でない（地盤水平練に対し45魔来満）． 必須 O
アンカー周辺のよ層を乱さない・

必須 O
鉄塔基礎部は桑中反力に対し、十分な耐力を要する．または、補強可能（H鍋杭の打込み、椙台部にあっては補強コンクリート打ち足し）． 必須 O
ケーブルクレーンは、吊り上げる桁材貫量に対し法に窪める伶桑係数・衝撃像数等を見込んだ荷重に耐荷する構造のものを設計・設量が可能・ 必須 O
関遣するシーブ（滑耳）にた対して、脱素防止射簾を講ずることが可能。 必須 O
ワイヤブリツジが設置可飽．

必須 o
ケープルクレーン全体形状内の片側に、15m以上の荷卸しスベースを含めて齢回できる． 必須 O
柵梁全体をエレクション支持で春る（麟吊・直吊，ケーブルが股置で實る。 必須 O
橘体を切リ離す際．完成系断面力を開放する有効な手段が身えられる（ジャッキ式除荷装置）・ 必須 0
儒体する橘梁の全体重量が明確に新明している。 必須 O

仮置きヤード 解体した桁材を一暁的に仮置きするヤードが．現場内に確像できる。仮置き出来ない場台・逐次搬出することが可能である・ 必須 O
判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

工法5
工法6

ケーブルエレクション斜吊り工法

ケーブルエレクション直吊り工法

工法7　　卜7ベフクレ　ン工法（栗設和研用，

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、閥係
無ければ入力しなし

詳細条件

　　7

重機関運 架股桁小ラベラ組立用クレーン設置個所の地盤耐力が十分に確廉できる．もしくは・地盤補強により必要耐力が確操できる。 必須 O
架設桁・トラペラ組立作粟において、使用予定クレーンの定梧荷璽に見台った作薬半崔を確保できる。 必須 O
架設桁・トラベラ組立用クレーン設量位置志で．クレーンを搬入することができる（特に現場入り口あたりの一般道路幅が十分、または拡幅可能）。 必須 O
架股桁・トラベラ組立用クレーン自体を組立・鯛体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設置ヤードも含めて。確保できる。 必須 O
架設桁・トラベラ組立クレーンの旋回に支障となるものが無い。 必須 O
トラペラクレーンは・吊り上げる桁材璽量に対して十分な耐力を要する・ 必須 O

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路線が確傑できる． 必須 O
解体した桁材の現場内小運搬が可能である，または、工事用造成・別途橿持ち手段により可飽である。 必須 O

仮設備 架殴桁・トラベラ組立作粟ヤードが、十分に確傑できる．あるいは作粟構台老構簗する等により確録できる・ 必須 O
架設桁小ラベラ韻立手法において、適正な架設手段が考案できる（送出し工法、橋上クレーン搭載等・）・ 必須 o
架皿桁支瓶設置　個所は集中反力に対し、十分酎荷できるとともに、装量を設置できる十分なスペースがある。 必須 O
禦設桁は．解体桁およびトラベラクレーンの支椿荷璽に対し十分耐荷する。 必須 O
トラペラクレーンのアッブリフト止めが設置できる。 必須 O
架設桁上にトラペラクレーン用の軌道設備を設置できる． 必須 O
大プロックを切り離した後．残存する桁材の安窟性（解捧系の撰遭安建性）において聞闘は無い． 必須 O
椙梁解体後の．架設桁の有効な轍去半段が計口できる． 必須 O

仮置きヤード 切断した桁材を一暁的に仮置きするヤードが．現場内に確爆できる．仮置き出来ない場合、運次搬出することが可能である。 必須 O
判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

工法フ トラベラクレーン工法（架殴桁併用）
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工法8 一括吊り下げ工法

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係

無けれぱ入力しなし

エ事計画 （河川内工事である。）

詳細条件

　　8

婁機関連 吊下げ機械組み立て用クレーン設置個所の地盤耐力が十分に確操できる．もしくは、地盤補弧により必要耐力が確録できる。 必須 O
吊下げ機械組み立て作粟において、使用予定クレーンの定格荷重に見合った作粟半椌を確保できる。 必須 O
吊下げ機械組み立て用クレーン般置位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入り口あたりの一般這路幅が十分．または拡幅可能）。 必須 O
吊下げ機械紺み立て用クレーン自体を組立・解体するための十分なヤードが、組立用クレーンの股量ヤードも含めて、確保できる． 必須 O
吊下げ機械組み立てクレーンの旋回に支障となるものが無い。 必須 O
吊下げ後の桁材撤去用クレーン毅置個所の地盤耐力が十分に確保できる。もしくは．地盤補強により必夏耐力が確録できる。 必須 O
吊下げ後の桁材撤去作粟において、使用予定クレーンの建格荷重に見合った作粟半径を確保できる。 必須 O
吊下げ後の桁材撤去用クレーン設量位置まで、クレーンを搬入することができる（特に現場入り口あたりの一般道路輻が十分、または拡幅可能）。 必須 O
吊下げ後の桁材撤去用クレーン自体を組立・解体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設置ヤードも含めて．確保できる。 必須 O
吊下げ後の桁材傲去クレーンの旋回に支障となるものが無い． 必須 O

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路線が確保できる。 必須 O
解体した桁材の現場内小運搬が可能である。または．工事用造成。網途横縛ち手段により可能である． 必須 O

仮設備 大プロ・ンクを吊り上げ定着位置の桁材の補強が可俺、もしくは十分な耐力がある． 必須 O
吊下げ俵の桁材撤去作粟ヤードが、十分に確廉できる。あるいは作桑構台を構藁する等により確廉できる． 必須 O
吊下げ装匿の設匿個所は集中反力に対し、十分耐荷できるとともに、装置を股置できる十分なスペースがある。 必須 O
吊下げ装置の設置下を支持するペントが設置できる。もしくは殴置する桁の耐力が十分確保できる。 必須 O
吊り下げ装置および、ジャッキ式吊り下げ搬械の耐力は十分である（不均等荷重割増込み）。 必須 0
吊り下げ後の橋梁全体（撤去対象大ブロック）を多点支持する設備を設置できる個所を確傑できる。 必須 O
大ブロック吊り下げバランスを保つ手段があるか、十分なバランスが確保できる。 必須 O
大ブロック吊り上げ時において、桁の全体座屈に関して問題が無い。 必須 O
大ブロックを切り離した後、残存する桁材の安定性（解体系の構造安定性）において間題は無い．もし（は残存する桁材が無い。 必須 O
（河川内施工の場含、H鯛杭形式のペント苔礒が設置できる。）

（河川内施工の場合．クレーンを搭載できる工事用桟椙の設置が可能である。）

仮置きヤード 大ブロック全体をを取り下ろすことができるヤードが確保できる。 必須 O
大ブロック取り下ろし後．桁材の切断作粟を行うヤードが確保できる。 必須 O
解体した桁材を一時的に仮置きするヤードが、現場内に確保できる。仮置き出来ない場合、逐次搬出することが可能である。 必須 O

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

工法9 台船・FC工法

詳細条件

可能な場合O

（）内条件は、関係

無けれぱ入力しなし

詳細条件

　　9

重機関連 フローティングクレーン、台船クレーンの直近まで進入可能である。 必須 O
撤去後の橋体を搭載する台船がフローティングクレーン、台船クレーン近衝まで進入可能。 必須 O
桁材の撤去・取り下ろし作桑において、使用予定フローティングクレーン、台船クレーンの定格荷篁に見合った作粟半径を確保できる。 必須 O
使用予定のフローティングクレーン、台船クレーン檀種は、現地における市場手祀性において問題が無い。 必須 O

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路織が確保できる。 必須 O
解体した桁材の現場内小運搬が可能である．または・工事用造成・別途横捧ち手段によリ可能である。 必須 O

仮設備 大ブロックを吊り上げ定着位置の桁材の補強が可能、もしくは十分な耐力がある。 必須 O
吊り天秤が使用可能である。もしく1ま、大ブロック吊り下げパランスを廉つ手段があるか、十分なパランスが確保できる。 必須 O
大ブロック吊り上げ時において、桁の全体座属に関して問題が無い。 必須 O
大ブロックを切り離した後、残存する桁材の安定性（解体系の構造安定性）において間馴は熟い．もしくは残存する桁材が無い。 必須 0

仮置きヤード 大ブロック全体をを取り下ろすことができるヤードが確保できる． 必須 O
大ブロック取り下ろし後、桁材の切断作粟を行うヤードが確保できる。 必須 O
解体した桁材を一時的に仮置きするヤードが、現場内に確保できる・仮置き出来ない場合、逐次搬出することが可能である・ 必須 O

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A
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工瓜1U　l洛稲↓凌曳慣移剛ノ

詳細条件

可能な場合O

（）内彙件は．関係

無けれぱ入力しなし

詳細条件

　10－1

重機関連　　横移動設僧組み立て用クレーン般置個所の地盤耐力が十分に確傑できる。もしくは．地盤補強により必要耐力が碑際できる。 必須 0
横移動設備組み立て作桑において・使用予定クレーンの定格荷重に見合った作桑半径を確保できる・ 必須 o
横移動設備組み立て用クレーン股置位置まで．クレーンを搬入することがでぎる（特に理場入り回あたりの一般道路帽が十分、または拡幅可能）。 必須 0
横移動設備組み立て用クレーン自体を組立。解体するための十分なヤードが．組立用クレーンの設置ヤードも含めて、確保できる。 必須 O
横移動設備組み立てクレーンの旋回に支障となるものが無い。 必須 0
落橿後の桁材撤去用クレーン設量徊所の地盤耐力が十分に建傑できる．もしくは・地盤補強により必要耐力が確保できる。 必須 O
落楷後の桁材撤去作粟において、使用予定クレーンの窪格荷重に見合った作粟半侵を確保できる・ 必須 O
踏橋後の桁材撤去用クレーン設置位置まで、クレーンを搬入することができる（讐に覗場入り口あたりの一般道路唱が十分。または肱幅可能）． 必須 O
落横後の桁材撤去用クレーン自像を組立・鵤体するための十分なヤードが、組立用クレーンの設置ヤードも倉めて・薇保できる・ 必須 O
落橋後の桁材撤去クレーンの旋回に支障となるものが無い・ 必須 O

搬出道路 解体した桁材を現場外に運び出し、処分場まで運搬するための路繰が確保できる． 必須 O
解体した桁材の現場内小運搬が可能である．または、工事用造成・別塗横楠ち手段により可能で勘る・ 必須 O

仮設備 横移動設憺絹み立て作粟ヤードが、十分に確傑できる．あるいは作集構台を構漿する等により確傑できる・ 必須 O
禎移動設償設1置　個所は集中反力に対し、十分附荷できるとともに、装置を設置できる十分なスペースがある。 必須 O
橋梁全体を横移動断定高さまでジャッキアッブする設備を設置する十分なスペースがある．集中反力に対して十分な耐力を有する。 必須 O

仮置きヤード 薙下対象大ブロックにおいて、桁材の切断作集を行うヤードが確像で皆る． 必須 O
落下硫のヤードの水量が極めて少ない．もしくは流水が懸い． 必須 O
切断した桁材を一暁的に仮置きするヤードが、現場内に確保できる。仮屋き出来ない場合、遷次搬出することが可能である． 必須 O

判　定 条件満足指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％ A

工法10－1落橘工法（横移動）

⊥｝云lu　z洛橘』＿広曳懸倣’

詳細条件

可能な場合O

（》内条件は、関係

無ければ入力しなし

詳細条件

　10－1

璽機関蓮 薙橘後の桁材撤去用クレーン設置個所の地盤耐力が十分に確像で麿る．もしくは、地盤摘強により必聾耐力が確保できる・ 必須 O
落橋後の桁材撤去作粟において、使用予定クレーンの定格荷重に見合った作粟半掻を確像できる。 必須 O
落櫓後の桁材撤去用クレーン設置位置まで、クレーンを椴入することができる（特に現場入り回あたりの一般道路幅が十分、または柾幅可能）． 必須 O
落橘後の桁材撤去用クレーン自体を組立・卿体するための十分なヤードが．組立用クレーンの設置ヤードも合めて、確像できる。 必須 O
薙櫓後の桁材撤去クレーンの旋回に支障となるものが無い． 必須 O

搬出道路 鯛体した桁材を規場外に運ぴ出し、処分場まで運搬するための路練が確保できる． 必須 O
郷体した桁材の現場内小還搬が可能である．または、工事用置成・馴塗横搏ち手段により可能である・ 必須 O

仮設備 燭薬取り付け足場が設置可能である。 必須 O
橋梁全体を横秘助所定高さまでジャッキアッブする設儒を設置する十分なスペースがある，集中反力に対して十分な耐力を有する。 必須 O
爆硬による部材の切断が十分可能である． 必須 O

仮置きヤード 落下対象大ブロックにおいて、桁材の切断作桑を行うヤードが確保できる． 必須 O
落下後のヤードの水量が極めて少ない．もしくは濃水が無い。 必須 0
切断した桁材を一時的に仮置きするヤードが・現塙内に確傑できる．仮置き出来ない場合、逐次搬出することが可能である・ 必須 O
爆破による蕗下作集の餉約が特に無い（許可等〕． 必須 0
施工ヤード弼辺に娼確の影響が懸念される、主たる構造物、遭路、鉄遭などが無い。 必須 O
燭破施工に関する社会的制約が無い。 必須 O

判　定　　　　条件満足指数 10096 A

工法10－2落橋工法（爆破）
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6）シート5

以下制約条件について、具体的対策が可能ならば、シート4のr推奨工法の選定」を『推奨工法の採用」とする。

斜約条件および対策
糾約条件に対する対

　　策がある
制約条件をクリアで

　　きない

一般遭路に近
接する場台

① 道路一璽盒工事区間の範囲において一般道を迂回させて工事用道路を創出する。

工法決定

『選定要因』、「詳細

条件』に立ち戻り再

　検酎する。

②

よ」麹擾合、片側2車線以上であるならば、1車線を規制して工事ヤードを創出する手段が用いられる。
創出されるヤードが仮設備・重機の組立・設置や、解体する橋梁部材を仮置きするのに十分なヤードかを確窩する必要がある．

多く場合規制ヤードは常殻でき、工期を通じて昼間施工が可能となるが、その交通量により夜問の限られた時間帯のみの制約

となる場合、仮設備（ペント等）を使用しない工法に憂更する．

③

　一畳金、1車線を観制して工事ヤードを創出する手段が用いる．その場合、工事期間中の片側1車線を利用し
ての交互通行が可能かどうか確認する必要がある．しかし、その交通量が多い路線の場合、この手法は認められない場合が多い

ため、夜間の阻られた時聞に限っての施工が可能な工法に変更する．

④

の　　　　　　　一　　ナ　　　　　　っ　　　　　　　！　一　　1　　　オい　△　夜間の全面通行止めを行なう

手法を検討する．その場合、橋体を短時間の内に一括して解体もしくは移動する工法に齋更する，また全面通行止めのに際して

は、道路迂回路を設定することが必要条件となる．

⑤
一　　　の　　　蓬　　　　　読　、　　　　　　｝　　響　　！　一一5　　　　　　A　　一括して橋体を移動する工法に変

更する．

一般道路・交
差点に交差す
る場合

① 道路一盒工事区閲の範囲において一般道を迂回させて工事用道路を創出する。

工法決定
r選定要因』、「詳細

条件』に立ち農り再

　検討する．

②

す　　　の　　　一’　7’　デ　　竃　　　　　　　　1車線規制を行い施工を行う。なお、1車線規制が夜聞の
限られた時間のみにしか許容されない場合、常股となる仮般備を用いない工法に変更する．いずれも道路直上の桁材を撤去する

場合に、交通のr一時頭止め15分程度』が必要となるので、その可否を確譜する．

③
一　　　　　　一　　　　　な、　　　夜悶の全面通行止めを行う手法を検討する．その場台．橋体を短時問の内に

一括して解体もしくは移動する工法に変更する．また全面通行止めのに際しては、迂回路を設定することが必要条件となる・

④
『　　　の　　　　　　　　ノい　　　　　　　▼　　7　　ノ　ー一　　　　　　　　　　一括して橋体を移動する工法に歪

更する．

高速道路に交
差する場合

①
　一般的に、車線坦制は不可能であるため、一括して橋体を解体、もしくは移動する工法に変更する。いずれの場合も夜問の限ら

れた時間内の全面通行止めが必要となる・
工法決定

r選定要因』、「詳網

条件』に立ち戻り再

　検酎する。

河川区域であ
る場合

①
　施工は渇水期（11月～5月）に限定して行う必要があるため長期間工期が必要な工法や、分割施工が出来ない工法は不適当で

ある．そのため、仮設備（工事用桟橋・河川内ベント）の般置撤去も含めて、渇水期内に完丁できる工法を採用する。

工法決定

r選定要因』、r詳細

条件」に立ち反り再

　検酎する。

②
　渇水期内であっても、河川流水を大幅に阻害することは出来ないため、河川内に仮殻備（工事用桟橋．河川内ベント1を設置す

る場合、川積阻害率を10％以下にできる工法に変更する．

③

　河川疵水部の迂回（瀬替え）が可脂であるならば、これにより河川内に工事用ヤードを創出することができる・また・流水がそ

れほど多くない易合、コルゲート管を敷き並べた上に河川内土砂にょる盛り土を行い流水部であっても工事ヤードを創出できる。

これにより流水を工事ヤード地中管に迂回させることになるが、管の耐力上．大重量設備・重機を搭載する場合は検討が必要。

④
　河川内のヤードを一切必要とせずに、橋体を一括して解体、もしくは移動する工法であるならば、渇水時期の制約に無関係に施工

が可能である．

⑤
　河川が漁業管理区域である場合、ダム湖である場合は特に河川内地形を改良することによる環境の変化、汚濁が懸念される工法は、

不適切とする．

鉄道営粟線に
近接する場合

①
鉄道に近接する場合は、基本的に構造高の高い仮殴備の設置が困難となるため、設置に関しては検討を要する。一括して橋体を解体

もしくは、移動する工法が望ましい。解体作業は、いずれの場台も夜問の限られた時間内（キ電停止〉に行う必要がある。
工法決定・

r遇定要因』、r詳細

条件』に立ち匪り再

　検酎する。

鉄道営粟線に
交差する場合

①

　鉄道に交差する場合は、一梧して橋体を解体もしくは、移動する工法に限定される．一括撤去が不可能な場合、橋梁区問内の軌道岡

の最も支障の無い個所にベントを殻置できる可能性もある〔線間ペント）．また、一括移動する工法においては、解体桁を線路上に張

り出した状態で休止することは出来ない。必ず1在間工事の内に、支障の無い位置までもしくは、線間ベントに支持される位置まで、

橘体を移動させる必要がある．作業は1夜間の限られた時簡内（キ電停止）に行う手法を選択する。

工法決定

「選定要因』、「詳細

条件」に立ち喫リ再

　検討する。

港湾・蓮河を使

用する場含

①
　航路を使用する場合、一定の限られた時間内作業に限定されるため、橋体を一括撤去する工法を選択する。一括撤去に際しては、橘

体全体を移送仮置きできるヤードが確保できることを同時に検討する．

工法決定

r選定要因』、r詳細

条件』に立ち戻リ再

　検肘する．

②
　航路上の水面を一切使用しない工法であるならぱ、時問的制約も緩和されるため．橋体を一括移動（引き戻し工法等）できる工法が

望ましい．

高圧架空線に
近接する場含

①
　高圧架空線〔鉄塔）の近傍で，クレーンブームを旋回させることは出来ないため、高圧架空線との離隔を検討し、十分な距離が硫像

できない場合は，別工法に変更する。

工法決定

r選定要因』、r詳細

条件』に立ち戻リ再

　検討する。

②
　架窒線（電柱）の近傍作業の場合、電線に防護管を設置するか、電柱の移設を検討する。いずれの場合も不可能な場合、架空線に

緩衝しない工法に変更する。
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4～4　技術条件（シート6）

　鋼橋の解体工事は、撤去すべき部材単位に切断する際．主構造に作用している全死荷重

を除荷し、無応力状態とする必要がある。

　架設時は、多点支持状態（無応力状態）において本締めを行い、重力の自然作用を利用

して（ベントなどの仮支持開放）完成系に移行させるため、どの架設工法を用いても容易

に行うことが出来る。

　しかし、解体工事においては、外的なカを与えて無応力状態とした上で、主構造を切断・

撤去する手順を基本とするため、強制的に不安定な状態に戻すといった特殊性を帯びてい

る。

　　　　　　　　　橋梁袈設　　　　　　　　　　　　　橿梁解儘

　　　　　　　　　無応力状態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完成系断圃力

旨

匹

喫籔

1 1

1
レ
「

8
5
響 l

l
藏

U購除による鞭
完成系断面力

1 1

1
き

I
l
画

1
2
竪 9

1
噸

　外力による闘搬O
　　　　　　　　　　　　　切離しに支障の無い
　　　　く無勧状態く　　　無励近似レベル

　　　U　　　u　　　〆「一
　　　劇　路撫薦i騒墨i
　　　　　　　　　　　　倉　　1

髄轟繭L懸“一

架設
無応力状態→荷璽作用状態へ移行させる（架設系吋完成系）。完成系に耐荷する橋梁として
設計されたr前提』と璽力作用のr助け』を基本とした工法が、一般化されている。

一般的手法・工法確立化・容易・安全

　無応力状態へ強制的に逆移行させる手順を要し、危険度・難易度が高い。現在では採用が少
誰
，．ない径年の橋梁形式の力学的特性を十分理解した上での工法適用の必要性・

知酌手　・江法

　この特殊性に着目した工法選定の最終手順として、技術条件（シート6）のチェック項目

を以下とする。

①

②

③

④

⑤

完成系断面力の除荷方法

桁材の切り離し

解体時の管理

解体における桁補強

床版の撤去方法

一灘一



（1）完成系断面力の除荷方法

　1）除荷する荷重　　　　　　　　　　　　　　　・⑳

　解体にあたり、橋梁主構造に作用している荷重を除く　（除荷）あるいは、低レベルまで

落とした状態にて主構造の切断・撤去を行う必要がある。作用荷重を以下に大別する。

①前死荷重

　　橋梁としての有効断面を構成する部材の重量。近年の構造は非合成形式が多く、

　その場合、主桁・主構とその二次部材（横桁・対傾構）、添接部材の鋼重。一方、

　合成構造においては、合成桁の床版コンクリートや合成コンクリート部材の重量

　も含まれる。撤去作業においては、この重量による断面力は必ず除荷しなければ、

②

③

主要部材を切断することはできない。

　後死荷璽

　橋梁としての有効断面ではない二次部材の重量。橋面にあっては、舗装や床版

コンクリート（非合成構造）で、その他橋梁付属物の重量。解体にあたっては1外

的強制力導入、除荷のための支持を行う前に、撤去可能で、切断前の支持重量を低

減する意味合いからも、事前に撤去することが望ましい。

　活荷重

　解体時の交通供用は無いため、作用していないσ

荷重に着目した橋梁解体の基本手順を以下に示す。

　　　　　　＜状態＞　　　＜荷重形態＞　　〈荷璽除荷に着目した作業段階＞

　　　　　墜ヨ繍i二二二：鋤鱒1置皿〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ活騒鵬荷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①高欄・舗装の撤去
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②床版の撤去（非合成の場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③橋梁付属物の撤去

　　　　　国（前．鱗．．［二垂亟璽郵
　　　　　　　　　　の　不完全）　↓㌻懸励　

　　　　　國，．．慧．．［二亙
　　　　　　　　　　　　全）　↓セ幾職欝

　　　　　　の　失）　↓講驚灘紹等

囲、個，灘部材，［亟遜璽轟ヨ
　　　　　　　　　　　　　　↓

圏、．，灘材）［亟
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2）具体的方法

基本的に、撤去すべき部材切断前かっ、後死荷重対象部材撤去後に、 仮設備等による手

段を使用し、主構造に作用する前死荷重を除荷もしくは、低減する。

　①　支持設備

　　　橋体を下方から支持し、支持点における桁材の強制変位を加え無応力状態に近づけ

　　る。強制変位手段は鉛直油圧式ジャッキを用いる手法が一般的である。

　　　　　　　　　　　　　　　支持手段、強制変位の手段

支持設備 強制変位手段 対象工法等

ベント、解体用架台 鉛直油圧式ジャッキ

主にクレーンベントエ法。解体用架台
は、クレーンー括や引き戻し工法に代表

される工法の一括仮置き用の架台。

ケーブルエレクション
繰り込みワイヤ設備、およびチ
ルホール、ウインチ等の牽弓1機械

ケーブルエレクション斜吊り工法、

同直吊り工法。

架設桁、桁受け桁
ジャッキ式吊り下げ機械、繰り込

みワイヤ設備等

架設桁にて橋体を吊り下げる手法
を用いた場合の工法。

ベント．レーンベントエら

『
，
，

F
二
が
門』「

ベント設備による支持

ベント設備（河川内ベント） 鉛直油圧式ジャッキ
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支持設備（ケーブルエレクション）：ケーブルエレクション直吊り工法

蟻鱒嶋．
←

　護　』

　～翔勲

　ド

馨～

　一一←引き込み←一一
曾　　橋体アガ　　て：r

受け梁
橋体支持個所

篇

ケーブルエレクション設備

（繰り込みワイヤ設備）

吊り索荷重計

②橋梁調査（支持設備による強制変位量と、解体重量に関連して）

　　解体する橋梁を支持設備により無応力（除荷）とするための強制変位は、その橋梁

　に一。製作キャンバーは、建設当初の
設計図書を参照できれば、基本的にはそのデータを基に計画を行うことが可能である

が、当初データを参照できない　または逐次的な橋切更新により構成部材が　加して

唖などの状況考慮し解体実施前には、対象となる橋梁の部材構成（板厚や部材寸法）

を詳細に調査し、再度電子計算機による構造解析にて実際のタワミ値を検証する必要

がある。

（※）注

　　製作キャンバー値（＝全死荷重相当のそり）とする理由は、それ以下であれば、

　応力を残留させた状態で部材切り離しを行うことなり、それ以上であれば、橋梁

　全体支持に対し不用意なアップリフトが発生し、構造系の変化を伴う結果となる

　ためである。
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　また、同時に調査結果に基づいた、実際の解体重量の確認計算を事前に行う必要が

ある。解体重量の確認計算は、主に支持設備の設計荷重、撤去時の吊り上げ荷重の照

査にとって必要な確認データとなる。

　③切断部の除荷（仮連結設備）

　主に飯桁・箱桁形式のプレートガーダー形式は、前述の橋梁下方からの支持設備による

強制外力により無応力状態に近づけることが可能であるが、アーチ・トラス系の軸力部材

を主体として構成された橋梁に対しては、支持設備に加えて（設置が可能な場合）、切断部

の局所に軸方向断面力を徐々に抜きながら、除荷が可能な手段を用いることが重要である。

　代表的な手法として、切断個所に主構造断面力を仮に受け持たせる治具・設備を設置し

て本体を切断後、治具の個所で徐々に軸力を抜く手法（仮連結設備）が用いられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　曲幽
　　　　　　　　　　　※仮連結設備
　　　　　反力治具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反力治異
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※仮運結毅備
　　　　　　　　　　　　油圧ジヤツキ

麺 堰

　　t　　　ノ　　　　　ヱ　　　’　　　　．、　　♂
　　　　　4，5‘555κレ　　　　　　　　　　
　　　　．55「　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑお

塵調且＿＿E　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜロの　　

部材のズレ込みに留愈

　　　ノバ　　　切断仕瞬近

仮連紹固定

　3栃‘，・■　　　　10。m庫
ザ　　　　〃

この際、※仮運結蚕

繋ぎ設置している。

　　　1　！
次工程のジャッキストローク収縮による除荷のた

め切断しろは必ず100mm程度確保すること。

　　　，韓麟，釜’坐勘噛

　　　講鰻治一蹄罎暫
　　謹
　　鱒
　　鯖

上記手順による設備 切断しろの計測

一83一



’復　・、 口　七

上弦材が床版と合成構造のため、床版有効断面部を残存させて、その個

所にキャンバー材を仕込んで、軸方向端面力を支持する。

その支持の基に上弦材を切断する。

　　　　　　　　　　残存床版有効断面

　　　　　　　　　　合成上弦材

ライナープレート キャンバー材

上弦材切断

主構造内部に反力治具を設置した例

主構造弦材

反力治具（弦材内部に

高力ポルト取付け）

反力治臭

主構造弦材切断線

油圧ジャッキ

・レト

主構造弦材
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　④桁材の切り離し

　解体工事において、撤去時の部材切り離し（切断）は、架設時と異なる現場条件や、

適用する解体工法、橋体を支持できる個所、解体工事の制約時間（工期）等の要因から

必ずしも架設時の継手位置（高カボルトや、リベット継手位置）で切り離すことはでき

ない。

　そのため、切り離し手段は多くの場合、「ガス切断」による手法が用いられる。

　切断に際しては、下記の項目に十分留意し位置の決定を行う。

（留意事項）

①　　切断線の両側において、切り離し後も部材を良好に支持できる、あるいは、切り

　　離し後も部材を安定した形で維持することが出来る個所を選定する。

②　　切り離しは、橋梁の安定構造から不安定構造への移行の危険性を伴うプロセスの

　　ため、短時間で切断し、安定支持に切り替える必要がある。そのため、補剛材など

　　の複雑な切断を要する構造部や、極厚な板厚で構成される個所は避ける。

③　　切り離し部の支持設備や、仮連結設備を用いても、切断部を無応力状態にするこ

　　が不可能な個所は選定してはならない。

④　　梁部材は、曲げモーメントに対し支配的なフランジを残し、腹板を先行して切断

　　し、軸力部材は、薄板側を先行切断する。これにより、仮に応力が残存していても

　　突発的な応力開放による倒壊を回避する。

⑤　　切断後の仕口の接近を考慮して切断しろは100mm程度の切りしろを設定する。

　　　　　　　　　（ただし、詳細な切りしろ幅寸法は詳細な検討を行い決定する。）

⑥　　切断作業用の足場が良好に設置できる個所を選定する。

．筆／悩堅 蝋

切断作業（ガス切断） 切断個所（ガス切断）
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3）解体時の管理

　　桁解体は、部材ごとの撤去段階に応じた鐙一墜苞重について、予
　め詳細な計画による算出を行い（解体計算）、実施工地はその数値に基づいた撤去管理を

　行い、異常な変状をきたさないよう常に管理する必要がある。

　　以下に、解体時の変位管理と、支持設備の荷重管理の一例を示す。
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解体段階における支持荷重の管理表

撤去途中の吊り索張力の変動
星・kN

LO 　L3
103－203
　L4
104－204
　L5
105－205

　L6
106－206

　L7
107－207

　L6
108－208

　L5
109－209

　L4
L10－210

　L3
1置し一2U

LO

STEP－1 103 145 星45 145 147 147 147 146 n　O

小計　去前） 103 145 145 145 147 147 147 146 110
STEP－2 387 593 585 583 1004 8L5 635 634 427
小計 490 738 730 728 1151 962 782 780 537

STEP－3②撤去 一72 一83 一81 434 補oα5 169 一116 一116 喝8
小。 418 655 649 1162 146． 1131 666 664 菊9

STEP－4③撤去 一68 一82 一8．2 128 ・　qO ・・ラ98．6 43．1 一9，4 一78
小。 350 573 567 1290 46一 14a 1097 570 39．1

STEP－54撤去 一88 一85 638 一U45 ・00 Q10 90 一81 一87
小。 262 488 1205 145 146 14－o 1187 489 304

STEP－6⑤撤去 一101 一63 87 ，0σ 00 oo ・一LO42一 520 一44
〆、口 161 425 1292 145 146・1・14、5 145、 100．9 260

STEP－7⑥撤去 一80 68．6 一1146 0．0 α0 0．0 6．1 一10．9

小、 8．1 111．1 146 45 ．14」6 145 145 1070 151

STEP－8　r撤去 一120 69 00 00 o　o ・『00 00 ÷925 509
小 一39 1180 146 145 、146 145 145 14．5 660

STEP－98撤去 701 一1033 00 O　Q ・00 ．　　、00 ≦00 0．0 01
小計 662　』 147 146 145 「145 ll45』 』M5 ・　145 661

STEP－10　撤去 01 00 00 OQ［』 ．00 「0σ　』 O－0 00　一 一515
ノ・計 663 147 146 1蔓『5 1416 F145 嫉海 14．5 146

STEP－11　撤去 一516． 00 O　O ・0＝0 00 OFO ［　o　o 00 一〇〇

小　　去 147 147 146 145 146 ．145 145 145 一’　146

一憲冠恩国銀輪レ羅．1』』1
　　　　　　　　　　　　　　11500
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4）桁材の補強

　解体工事においては、架設時と異なる解体途中の構造系の支持、部材の取り回しを十

分検討し、桁材（主構造）の補強を行う必要がある。

　主な架設補強を以下に示す。

①吊り金具補強

　撤去部材の吊り上げの際、吊り重量に十分に耐荷する吊り金具を設置（現場溶接）し、

吊り金具取付部の本体側に関しては補強を行う。

　また、撤去部材長が長大な場合、桁材の全体座屈に配慮し、吊り金具位置を決定する

必要がある。　　　　　　　　　　　嘘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吊り金具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムリブ
　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　（1蹴てン

本体梱強溶接

本体裏側の局部変形

　止　強

②　橋梁支持位置、ジャッキアップ位置の補強

　解体途中の橋体を支持するあるいはジャッキアップする個所は、荷重集中に十分に耐

荷する構造とするための補強を行う。補強方法は腹板座屈を考慮した補強リブを現場溶

接にて取り付ける手法が一般的である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補強リブ

一ブ

油圧ジャッキ

ジャッキアップ位置　　　 仮支持位置

③　解体構造系に対する照査

　特に引き戻し工法・トラベラクレーンエ法においては、解体途中の桁材は、完成系の

断面力性状と異なる条件下に置かれる（張出し形状など）ため、解体途中の発生断面力

に十分に耐えうることを事前に照査することが必要である。

　また、解体部材の支持間隔が長大過ぎると、部材の横倒れ座屈を引き起こす恐れがあ

る、対策として部材の固定点間距離を短くすべく、仮設横桁等を設置（疑似連結）する

手法が考えられる。
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5）床版の撤去

　床版コンクリートは、鋼合成構造（合成桁橋）を除き多くの場合、後死荷重部材であ

るため、事前撤去が可能である。

　しかし、床版コンクリートは橋梁構造物である特異性により、一般のコンクリート構

造物に用いられるブレーカー等の打撃による破砕手法のように衝撃を伴う撤去は行なわ

ず※、事前にコンクリートカッターによりブロック状に分割・切断し、吊上げ撤去する

（ブロック切断）手法を用いる必要がある。

　　（※ブレーカー等を用いた場合の衝撃以外の危険性として、床版下の鋼主構造を破損

による解体途中の落橋がある。）

　床版のブロック切断の参考手法を以下に示す。

　　　　　　事前撤去廉版ブロック（パネル）

倉 曾 曾 倉 倉

ニコンクリートカッター位置

センー　一ルシ臼ヤ7キ

甲
一
ム

　』』

残存床版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

璽「「「．［
　　　　　　l　l　I　l　l

桁材郁の残存廉版は．桁材とともに支持後撤去し、地上ヤードにおいては、破静撤去（2次破砕｝してもよい。

コンクリートカッター

ノ

1望一

1昌

床版ハ》ネル撤去
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6）シート6

シート6「技術条件」チェックシート

以下の技術条件について、具体的計画・照査が可能であるかをチェックする。

照査・チェック項目 計画に反映できる

元　　、断面

の除荷方法
①
　解体計画において、前死荷重・後死荷重に対応する部材が明確に
でき、それに基づく解体手順を立案する。

②
　橋梁形式が、合成構造か非合成構造かを特定でき、それを考慮し
た解体手順を立案する。

③ 建設当時の設計図書や、橋梁更新の資料を参照可能。

④
　橋梁の事前詳細調査により、構成部材緒元と実際の重量を明確に
把握する。

⑤ 橋梁の製作そりを電子計算機により解析・検証し確認する。

⑥
解体計画において、部材切り離し前に主構造を無応力状態にする
ことが可能な適切な支持設備を計画する。

⑦
　支持設備の各部材、ジャッキ等の機械は支持荷重に対し十分な耐
力を要する。

の　し

し
①
　解体計画において、部材切り離し個所に設置する適切な仮連結設
備を計画する。

② 部材切断において、適切な切断個所を選定する（本文参照）。

③ 部材切断において、適切な切断順序を設定する。

④ 部材切断の個所の切りしろ幅を算出する。

解体時の管理 ①
　事前解体計算により、解体ステップごとの変位量を把握し、管理
シートを作成する。

o 　事前解体計算により、解体ステップごとの支持荷重を把握し、管理シートを作成する。

③ 解体ステップごとの変位量・支持荷重表により施工管理を行う。

④ 解体ステップごとの支持荷重を読み取る手段を導入する。

翠　に’ける

　桁補強
① 吊り金具部の局部的な荷重に対する照査・補強を計画する。

② 吊り金具の取付位置は、桁材の全体座屈に対し安全である。

③
　支持設備位置の補強は、不均等荷重による影響を考慮して補強設
計を行う。

④
　解体時における部材断面力の発生性状が完成系と大きく1異なる場
合は、橋梁全体の設計照査を行う。

⑤
　解体部材の支持間隔が大きい場合、擬似連結設備による固定転換
距離の低減を行う。

床版の撤去 ① 橋梁の有効断面を考慮した床版の切断位置を計画する。

② 床版パネルの縁切りを行う適切な手法を計画する。

③ 衝撃を伴う床版の撤去方法を採用しない。
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